
日本催眠医学心理学会第 66回 オンライン開催 

大会テーマ：催眠の可能性 
 

大会長: 小泉 晋一 (共栄大学) 

 

会期：2020 年 11月 27日(金) 催眠技法研修会 （1日目） 

28日(土) 学術大会 1日目(演題発表、シンポジウム)、懇親会（2日目）                     

29日(日) 学術大会 2日目(教育講演、シンポジウム)（3日目） 

 

プログラム（予定） 敬称略 

○大会１日目(午後：催眠技法研修会 13:00～18:00)  ※オンライン開催 

初級コース 講師：長谷川 明弘 (東洋英和女学院大学）  

   内容：催眠の基礎理論、催眠法を臨床場面に導入する(倫理含む)、デモンストレーション、 

質疑応答などを予定 

 

○大会２日目(午前：演題発表、午後：演題発表、シンポジウム、懇親会) 

午前 演題発表 

午後 演題発表 

シンポジウム 「催眠とは何か？ －催眠の可能性について考える－」 

 シンポジスト：清水貴裕・鈴木常元・松木 繁・水谷みゆき（五十音順） 

 指定討論：笠井 仁 

夕方  懇親会（オンライン） 参加費無料 

 

○大会３日目(午前：シンポジウム、総会、午後：教育講演、シンポジウム) 

午前 シンポジウム 「学会認定の資格について考えるシンポジウム」（予定） 

午後 教育講演 「私が翻訳を始めたわけ ー『二月の男』の翻訳を通してあれこれ考えたこと」 

    講演者：横井勝美（横井歯科医院） 

   シンポジウム 「臨床諸領域における催眠の可能性を考える」 

    シンポジスト：石井広志・櫻井憲児朗・杉本貴美子・田中久美子（五十音順） 

 

大会会場：オンラインによる開催  

事務局：日本催眠医学心理学会第 66回大会事務局 e-mail：jsh2020_66thwebmeeting@yahoo.co.jp 

 

大会 URL(申込):  http://conference.wdc-jp.com/jshypnosis/2020/ 

 

申込(大会・研修会)は、大会 WEBから受付中。  

WEBへは右記 QRコードからアクセス可能 

 

 ※学術大会および研修会の参加は臨床心理士の研修ポイント（各２ポイント）として申請が可能です。 

 

～皆さまのご参加をお待ちしております～ 


